
東日本はなぜオプティミスト級セーリングが強いのか 
-海上気象から強さの要因を探る- 

                    高松市立紫雲中学校　1年　 
津川翔



海しるの活用

今回の目的

海上気象から強さの特徴を探る

過去3年間の選考結果：東日本37人　西日本15人
日本オプティミストディンギー協会の公表資料から集計(http://www.japan-opti.com/)

http://www.japan-opti.com/


東日本の太平洋側で年平均風速が強い

東日本の太平洋側は風浪が強いと考えられる



東日本の太平洋側で有義波高が高い

東日本の太平洋側に吹く強い風速による影響と考えた



太平洋側と瀬戸内海側の波浪の違い

太平洋側は波の高い風浪　瀬戸内海側は波の低いうねり



東日本が強い要因

風速が強い 有義波高が高い 波浪が多い

強風下での帆走技術の高さ

ナショナルチーム最終選考会は2月頃に東日本の太平洋側で開催される



瀬戸内海側の兵庫はなぜ強い

風速が弱い 有義波高が低い うねりが少ない

軽風下での帆走技術の高さ

強風が続くとは限らないため軽風下の帆走技術に特化する



考察

風 波 まとめ
過去3年間28R中17Rで 

5m以下の軽風

軽風下の帆走技術も大切 西日本側は 
経験する機会が少ない

東日本はどんな風にも対応 
できる選手が多い

海上気象を言い訳にしない !

海上気象では風速だけでなく 
波浪も大切だと考えた

軽風下の帆走技術に特化 波に合わせたトルキング 
波の風下側に下るサーフィング

過去3年間28R中13Rで 
0.5m以上の波

艇でじっとしていることが多い

波の状態に艇を合わせる技術 
を見つけたい

経験する機会を 
確実に成功させる

愛知県ヨット連盟の公表資料から集計(https://www.ayf.jp/race) 愛知県ヨット連盟の公表資料から集計(https://www.ayf.jp/race)

https://www.ayf.jp/race
https://www.ayf.jp/race

